
令和 7 年度 

第 14 回 ウインターカップ区対抗小学生バレーボール交流大会 開催要項 

 

１ 趣旨  中学校に向けて、６年生による同区ごとのチームを編制し、バレーボールの継続に向けて意欲

を高めるとともに、選手、指導者、保護者同士の交流を図る。また、バレーボールを通しての児

童の健全育成を目指す。 

 

２ 期日  令和 7年 12月１４日（日）9:00～18:00  

 

３ 会場  福岡市立南体育館（コート３面） 

 

４ 主催  福岡市小学生バレーボール連盟 

 

５ 参加対象 

      （１）原則として福岡市小学生バレーボール連盟に登録された６年生の選手であること。 

      （２）同区で編制したチームであること。ただし、区の所属チーム数によっては、主催者にて 

合同での編成を検討する。 

 

６ 区対抗チーム編制 

 （１）チーム数 計１２チーム  

 （２）監督１名、コーチ・マネージャー複数可、選手は登録上限なし。 

                                      数字は、左が男子人数／右が女子人数 （R7.9.8 現在） 

東区 博多区 南区 中央区 城南区 西区 早良区 

３ １ ３ ２ １ ２ 

名島    10/0 

箱崎    2/2 

松島   0/2 

美和台 10/0 

和白東 0/5 

那珂    2/1 

那珂南 0/2 

春住   0/3 

三筑 0/0 

あゆ 0/0 

曰佐    2/4 

長住    0/6 

西花畑  4/4 

玉川    4/0 

ｱﾌﾟﾛｰｽﾞ 3/5 

小笹   0/8 

簀子   3/0 

当仁   3/2 

南片江  0/0 

長尾男 0/0 

長尾女  0/4 

ACE   0/0 

石丸   1/2 室見   5/3 

有田  1/3 

飯原  0/2 

飯原男 3/0 

早良    1/3 

31 8 32 16 ７ 21 

        ※各区６年生の人数にばらつきはあるが、あくまで区交流を目的にしていることと、毎年、 

人数は変わっていくので、最低６人以上で編制可能であればよい。 

 

７ 参加料   １人 ５００円   ※本大会は市小連予算とは別に運営のため 

                                   

 

８ 競技規則  令和７年度日本バレーボール協会の定める６人制競技規則による。但し、別に定める 

小学生バレーボール・フリーポジション制を用いる。 



９ 競技方法  予選リーグ及び決勝リーグ orトーナメント 

 

１０ 審判    子ども相互審判で行う。 

 

１１ 試合球   日本バレーボール協会公認球カラーボール（本年度はモルテン） ※年度ごとに変更 

 

１２ 表彰    サンタパート  優勝、準優勝、第３位、敢闘賞 

         トナカイパート 優勝、準優勝、第３位、敢闘賞 

         雪だるまパート 優勝、準優勝、第３位、敢闘賞 

 

１３ 申込み   【各選抜チーム監督による申込み→市小連へ】 

福岡市小学生バレーボール連盟ホームページより申込用紙をダウンロードし、 

期日までにメールにて申し込む。 

なお、昨年度同様、大会パンフレットを PDF 配信予定のため、集合写真入りの

申込用紙とする。 

申込み締切日 １１月３０日 

         【個人による申込み→各ウインターカップチームへ】 

参加申込書（個人）をダウンロードし、所属チーム監督、保護者の捺印の上、 

             各区第１回練習日に各ウインターカップ監督へ提出する。 

 

１４ 抽選会   主催者抽選とし、ホームページにて組み合わせ、諸注意等を公開する。 

 

１５ その他   （１）選手のユニフォームは、各区で新たに作成してもよい。また、各所属チームのもの

を着用して統一されてなくても構わない。但しその場合、番号の重複は出来るだけな

いこと。短パン、くつ下も上記に準ずる。スタッフも同様である。 

         （２）チームスタッフは各区等にて相談し決定する。（監督、コーチ、マネージャー） 

         （３）練習回数は同時期に他大会の開催もあることから、９月以降から各区等にて計画的

に各所属チームの負担にならないように考慮して行うこと。なお、練習、試合等に

は所属チームの指導者、保護者が協力して行うこと。 

         （４）各区のチーム名は、「○○区選抜」とする。ただし、同区で複数チームある場合は、

「○○区選抜□□」等、付け加える。 

 

 

※あくまで交流が目的であることを確認して、６年生の子どもたちにとって思い出になる大会を目指しましょう！ 


